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本資料の報告書構成中の位置づけ
岩手県被害想定報告書目次案
1. 調査の概要（趣旨・目的）

2. 想定地震について
2.1津波想定モデル
2.2地震動想定モデル

3. 地震・津波被害の予測
3.1津波について（県想定を整理）
3.2地震動の予測
3.3津波による被害予測
3.4地震による被害予測
3.5地震・津波による主な被害予測

(1) ライフライン被害の想定
(2) 生活への影響
(3) 交通施設被害
(4) その他の被害

3.6市町村別被害分布図

4. その他被害の予測
4.1市町村別被害一覧

(1) 建物被害想定
(2) 人的被害想定

5. 減災効果と対策の検討
5.1減災効果の評価

(1) 揺れによる建物被害・人的被害
(2) 屋内収容物・転倒・落下による人的被害
(3) 津波による人的被害
(4) 火災による建物被害・人的被害
(5) 避難者

5.2災害シナリオ
5.3今後取り組むべき防災・減災対策

6. 啓発資料

本資料は報告書における
「減災対策」の
骨子となります
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本資料における論点

★本資料でご確認いただきたい事項
減災対策の方針について
・減災対策の方針の妥当性について
・減災（人的被害：死者低減）に資する主体毎の
対策について

・不足する事項、考え方等
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No. 区分 御指摘・御意見 委員 第4回検討部会での回答 対応

1
減災対策
（全体）
について

・シナリオができないと、対策を議論する際にも、
シナリオをイメージした議論か、東日本大震災の
実績を踏まえた議論か混乱するので、シナリオと
東日本大震災の実績に関する提示の仕方につ
いて整理してほしい。

田
村
委
員

・報告書及び第５回でお示しするシナリオ
においては、想定と東日本大震災の実績
を分けて項目出ししますので、提示内容
等について御意見をいただきたいと思い
ます。

2
減災対策
（全体）
について

・被害想定調査は、東日本大震災が念頭にある
と思うので、それを示してもらいたい。東日本大
震災との比較として日本海溝型がある。

田
村
委
員

3
減災対策
（全体）
について

・また、日本海溝型のシナリオのほかに、ある程
度発生確率が高いシナリオがあっても良いかと
思う。どれを作成し、採用するのかについても議
論を始めるべきである。

田
村
委
員

・本調査の目的が本県最大クラスの被害
想定調査であることを踏まえ、今回のシ
ナリオは日本海溝及び東日本大震災クラ
スを想定したものとしたいと考えておりま
す。

第4回検討部会におけるご指摘事項と対応方針について以下に示します

第4回検討部会におけるご指摘事項と対応方針
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減災対策の検討における前提
【これまでの調査で判明した事項】
• 避難意識を高めることで多くの人が助かるため、住民の避難意識の向上が第一

であることが確認された。（全県（冬夕方）：7,000人→2,500人（65％減））
• 一部の地域では避難意識向上だけでは、犠牲者を大きく減少させることができ

ないことも確認された。（久慈市（冬夕方）：4,300人→2,200人（48％減））

【本調査で示す減災対策について】
• 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の発生が危惧されている状況下において、

「避難意識の向上」により多くの人が助かることが確認できたことから、速や
かに公表する必要があるため、本部会での減災対策については、具体的な防災
対策の効果等の検討は行わず、部会での委員の助言を踏まえ、今後、県や市町
村などの行政における具体的な対策の検討に資するための提言として、取りま
とめることとしたい。

• なお、提言においては、県や市町村が一体で東日本大震災津波の検証を行った
うえで、具体的な減災対策を講じる必要があることを記述することとする。
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減災対策の方針について

• 減災対策の方針：犠牲者ゼロを目指す対策
 自助：自分自身で備える、守る、逃げる、生き残る
 共助：地域で守る、訓練する、備える、意識を高める
 公助：ハード対策、計画・ルール策定、組織・枠組み

作り、防災意識啓発、住民・民間へのフォロー

• 提言は主体ごと（住民、地域、民間企業、学校、病院、行政など）
にまとめることとし、「主な取組の例」も付記することとする。
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減災対策について＜住民＞①

減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：住民＞

・住民が主に取り組むべき減災対策は、「発災までの日頃の備え」と「発
災時の避難行動」である。
・今回の被害想定調査において、住民が避難意識を高め、迅速避難を行う
ことで多くの命が救われる。
・限られた時間内に避難場所又は浸水域外にたどり着くためには、日頃か
ら、家具の固定により屋内からの迅速な脱出に備えるとともに、行政や地
域が実施する避難訓練に参加し、避難場所や経路を確認にしておくことが
重要である。
・避難所においては、行政の機能不全や地域の孤立化などにより行政の支
援が遅れることが想定されることから、避難所運営は地域が主体的に担う
ことが望ましく、地域住民も避難所運営に積極的に参加する必要がある。
・地震・津波により道路が断絶し物流が滞ること。また、行政の備蓄物資
も不足することから、各家庭で３日分の備蓄品（食料・水等）を準備して
おく。
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減災対策について＜住民＞②

＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

取組項目 説明
建物耐震化 建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う
家具固定 家具転倒等によって死傷しないように家具固定等を行う

非常持ち出し品準備
直後避難できるように予め準備しておく（個人的に必要なもの
（例えば薬等）は特に注意）

避難訓練の参加
実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認
しておく（夜間や冬期の場合も想定）

ハザードマップ等の確認
津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リスト
も確認

備蓄品（食料・水等）の準備
一旦避難しても浸水しなかった場合は自宅に戻ることも想定。3日
分を準備し（1週間分推奨）ローリングストックも実践
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減災対策について＜地域＞①

減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：地域＞

○ 地域が主に取り組むべき減災対策は、「地域住民の防災意識向上」、
「防災行動の実践力の底上げや強化」を促すことである。

○ 地域の防災リーダーの育成や、地域住民への防災知識等の普及により
地域防災力の向上に日頃から取り組む必要がある。

○ 自主防災組織の組織力の維持・向上のため、定期的に人員や活動を見
直し、発災時に活動できるようにしておく必要がある。

○ 要支援者や歩行困難者は、特別な配慮が必要であることから、日頃か
ら地域で要支援者や歩行困難者の有無を把握するとともに、発災時に
誰が支援するかも決めておくことで必要がある。

○ 行政の機能不全や地域の孤立化などにより行政の支援が遅れることが
想定されることから、地域は避難所を主体的に運営すると認識し、事
前に避難所運営のシミュレーション等による実践的経験も必要がある。
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減災対策について＜地域＞①

減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：地域＞

○ 避難所運営に当たっては、下記をはじめとする多くの主体と日頃から
意見交換しておく必要がある。
 学校などの避難所の所有者と「どの施設」を「何時まで」使用す
るかなど、「避難所」から「教育の場」への段階的な移行につい
て

 地域内の民間企業には、「日中の要支援者」や「避難所運営」へ
の支援の要否について

 避難者には潜在的重篤者（低体温症、津波肺など）がいることを
想定した「避難所への訪問医療」の支援について
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減災対策について＜地域＞②

＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

リーダーの配置
地域で核となるリーダー（防災士等）を育成・配置する。防災サ
ポーター制度も活用する

自主防災組織の維持 実践的に活動できる組織の維持

避難訓練の実施
地区の全員参加の避難訓練を企画・運営し、また参加を促すよう
にする（訓練は夜間や冬期の場合も想定）

危険個所等の把握と周知
避難に際しての危険個所（ブロック塀やがけ地等）の把握、避難
場所を地域住民の皆が知っておくようする

避難行動要支援者の把握
すみやかに避難が開始できるよう日頃から避難行動要支援者の所
在の把握とコミュニケーションを図る

避難時の声掛け
日頃から声掛け・挨拶等を習慣化し、発災時には避難を促すため
の声掛けを行い、全員避難ができるようにする

避難所運営
行政だけでは避難所運営ができない可能性があり、地域住民によ
る避難所運営ができるよう、事前訓練として運営シミュレーショ
ン等も行うようにする。
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減災対策について＜民間企業＞①
減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：民間企業＞
○ 民間企業が主に取り組むべき減災対策は、「従業員の防災意識の向上」と
「不特定多数の利用者がいる場合は、利用者への的確な避難指示」である。

○ 限られた時間内に避難場所又は浸水域外にたどり着く必要があるため、日頃
から、事務所内什器の固定による屋内からの迅速脱出に備えるとともに、自
社や地域での避難訓練を通じ、全社員が避難場所や経路を確認にしておくこ
とが重要である。

○ 不特定多数の人が利用する施設においては、全社員が利用者へ的確な避難指
示を行なえるようにしておく必要がある。

○ また、日中は、要支援者に対して、支援者が足りないことも念頭に、地域で
より多くの人が助かるため、日頃から地域と支援の要否について、意見交換
しておく必要がある。

○ 地域で行われる避難訓練へ参加し、避難所運営への支援など、従業員と地域
住民との発災時の相互協力ができるようにする。

○ 地震発災はいつ発生するか分からないため、いかなる時でも自社職員の安否
が確認できるような、連絡体制を予め定めていく必要がある。

○ 各事業所においても３日分の備蓄品（食料・水等）を準備しておく。
○ 発災後の事業継続への備えも行っておく。
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減災対策について＜民間企業＞②

＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

取組項目 説明
建物耐震化 建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う
事務所内什器の固定 什器の移動等によって死傷しないように什器等の固定を行う
非常持ち出し品準備 直後避難できるように予め準備しておく

避難訓練の実施
ありきたりの避難訓練だけでなく、通常とは異なる状況での発災
（夜間や冬期等の違い、自社での火災発生等）も想定する。

地域の防災活動への参画
地域で行われる避難訓練等への参加や、地域の要配慮者支援活
動、避難所運営等に協力し、地域の防災力向上に貢献する。

ハザードマップ等の確認
津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リスト
も確認

避難マニュアルの作成
避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、予想外
の場合の柔軟性と更新も重要

備蓄品（食料・水等）の準備
津波が発生しない地震の場合もあるので3日分を準備する（1週間
分推奨）

自社社員の安否確認 休業日でも社員の安否確認ができる仕組みを作る
事業継続計画（BCP)の策定 発災後の早期事業再開と事業継続を図るため作成する
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				主体 シュタイ		減災効果を発揮する時期 ゲンサイ コウカ ハッキ ジキ		対策項目 タイサク コウモク		説明 セツメイ				赤字：自助、青字：共助、緑字：公助 アカジ ジジョ アオジ キョウジョ ミドリ ジ コウジョ

				住民 ジュウミン		発災時 ハッサイ ジ		建物耐震化 タテモノ タイシンカ		建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う←行政は補助金等の助成を行う タテモノ トウカイ シショウ タイシン シンダン タイシン ホキョウ ナド オコナ ギョウセイ ホジョ キン ナド ジョセイ オコナ

								家具固定 カグ コテイ		家具転倒等によって死傷しないように家具固定等を行う カグ テントウ ナド シショウ カグ コテイ ナド オコナ

						発災直後 ハッサイ チョクゴ		非常持ち出し品準備 ヒジョウ モ ダ ヒン ジュンビ		直後避難できるように予め準備しておく（個人的に必要なもの（例えば薬等）は特に注意） チョクゴ ヒナン アラカジ ジュンビ コジンテキ ヒツヨウ タト クスリ ナド トク チュウイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の参加 ヒナン クンレン サンカ		実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認しておく（夜間や冬期の場合も想定） ジッサイ ヒナン バショ ヒナン コウドウ ヒナン ケイロ チュウ キケン カショ ホカ カクニン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								ハザードマップ等の確認 ナド カクニン		津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リストも確認 ツナミ シンスイ イキ ナド ジゼン カクニン ヒナン バショ イチ ボウサイ ヨウヒン カクニン

								健康の維持 ケンコウ イジ		避難行動要支援者（特に年齢に伴うもの）にならないよう健康寿命を延ばす努力をする ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ トク ネンレイ トモナ ケンコウ ジュミョウ ノ ドリョク

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品（食料・水等）の準備 ビチク ヒン ショクリョウ ミズ ナド ジュンビ		一旦避難しても浸水しなかった場合は自宅に戻ることも想定。3日分を準備し（1週間分推奨）ローリングストックも実践 イッタン ヒナン シンスイ バアイ ジタク モド ソウテイ カブン ジュンビ シュウカンブン スイショウ ジッセン

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		地震保険の加入 ジシン ホケン カニュウ		家屋被災に備えて地震保険への加入 カオク ヒサイ ソナ ジシン ホケン カニュウ

								生活再建に備えての蓄財 セイカツ サイケン ソナ チクザイ		被災後の生活ができるよう、可能な限りの予め蓄財を進めておく ヒサイ ゴ セイカツ カノウ カギ アラカジ チクザイ スス

				地区・
地域 チク チイキ		全般 ゼンパン		リーダーの配置 ハイチ		地域で核となるリーダー（防災士等）を育成・配置する←育成制度への助成等を行う チイキ カク ボウサイ シ ナド イクセイ ハイチ イクセイ セイド ジョセイ ナド

								自主防災組織の維持 ジシュ ボウサイ ソシキ イジ		実践的に活動できる組織の維持←活動に対する助成等を行う ジッセンテキ カツドウ ソシキ イジ カツドウ タイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		地区の全員参加の避難訓練を企画・運営し、また参加を促すようにする（訓練は夜間や冬期の場合も想定） チク ゼンイン サンカ ヒナン クンレン キカク ウンエイ サンカ ウナガ クンレン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								危険個所等の把握と周知 キケン カショ ナド ハアク シュウチ		避難に際しての危険個所（ブロック塀やがけ地等）の把握、避難場所を地域住民の皆が知っておくようする ヒナン サイ キケン カショ ベイ チ ナド ハアク ヒナン バショ チイキ ジュウミン ミナ シ

								避難行動要支援者の把握 ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ハアク		すみやかに避難が開始できるよう日頃から避難行動要支援者の所在の把握とコミュニケーションを図る ヒナン カイシ ヒゴロ ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ショザイ ハアク ハカ

								避難時の声掛け ヒナン トキ コエカ		避難を促すための声かけを行い、全員避難ができるようにする ヒナン ウナガ コエ オコナ ゼンイン ヒナン

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品の確認 ビチク ヒン カクニン		防災倉庫等の確認と地域としてのさらなる備蓄品の準備も行う ボウサイ ソウコ ナド カクニン チイキ ビチク ヒン ジュンビ オコナ

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		コミュニケーションの維持 イジ		各自が孤立化・孤独化に至らないよう、コミュケーションを維持する カクジ コリツカ コドク カ イタ イジ

				民間企業 ミンカン キギョウ		発災時 ハッサイ ジ		建物耐震化 タテモノ タイシンカ		建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う←行政は補助金等の助成を行う タテモノ トウカイ シショウ タイシン シンダン タイシン ホキョウ ナド オコナ

								事務所内什器の固定 ジム ショ ナイ ジュウキ コテイ		什器の移動等によって死傷しないように什器等の固定を行う ジュウキ イドウ ナド シショウ ジュウキ ナド コテイ オコナ

						発災直後 ハッサイ チョクゴ		非常持ち出し品準備 ヒジョウ モ ダ ヒン ジュンビ		直後避難できるように予め準備しておく チョクゴ ヒナン アラカジ ジュンビ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		事務所独自の避難訓練の他、地域で行われる訓練にも参加（夜間や冬期の場合も想定） ジム ショ ドクジ ヒナン クンレン ホカ チイキ オコナ クンレン サンカ ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								ハザードマップ等の確認 ナド カクニン		津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リストも確認 ツナミ シンスイ イキ ナド ジゼン カクニン ヒナン バショ イチ ボウサイ ヨウヒン カクニン

								避難マニュアルの作成 ヒナン サクセイ		避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、予想外の場合の柔軟性と更新も重要 ヒナン ケイロ メイジ キンキュウジ シキ メイレイ ケイトウ ヤクワリ メイカクカ ヨソウガイ バアイ ジュウナンセイ コウシン ジュウヨウ

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品（食料・水等）の準備 ビチク ヒン ショクリョウ ミズ ナド ジュンビ		津波が発生しない地震の場合もあるので3日分を準備する（1週間分推奨） ツナミ ハッセイ ジシン バアイ カブン ジュンビ シュウカンブン スイショウ

								自社社員の安否確認 ジシャ シャイン アンピ カクニン		休業日でも社員の安否確認ができる仕組みを作る キュウギョウビ シャイン アンピ カクニン シク ツク

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		事業継続計画（BCP)の策定 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクテイ		発災後の事業継続を図るため作成する。 ハッサイ ゴ ジギョウ ケイゾク ハカ サクセイ

				学校 ガッコウ		全般 ゼンパン		教職員の危機管理意識の醸成 キョウショクイン キキ カンリ イシキ ジョウセイ		自然災害の正しい認識と危機対応について常日頃学び実践する シゼン サイガイ タダ ニンシキ キキ タイオウ ツネヒゴロ マナ ジッセン

						発災時 ハッサイ ジ		非構造部材の耐震対策 ヒ コウゾウ ブザイ タイシン タイサク		体育館などで授業中に非構造部材落下で死傷しないために行う。避難所としても利用される可能性もあり。 タイイクカン ジュギョウチュウ ヒ コウゾウ ブザイ ラッカ シショウ オコナ ヒナンジョ リヨウ カノウセイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認しておく（夜間や冬期の場合も想定） ジッサイ ヒナン バショ ヒナン コウドウ ヒナン ケイロ チュウ キケン カショ ホカ カクニン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								避難マニュアルの作成 ヒナン サクセイ		避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、予想外の場合の柔軟性と更新も重要 ヒナン ケイロ メイジ キンキュウジ シキ メイレイ ケイトウ ヤクワリ メイカクカ ヨソウガイ バアイ ジュウナンセイ コウシン ジュウヨウ

						避難時 ヒナン ジ		保護者との対応・連絡 ホゴシャ タイオウ レンラク		避難時、避難後における保護者との連絡網の構築（停電も想定し、冗長性も考慮） ヒナン トキ ヒナン ゴ ホゴシャ レンラク モウ コウチク テイデン ソウテイ ジョウチョウ セイ コウリョ

				一般病院 イッパン ビョウイン		全般 ゼンパン		防災マニュアル、避難マニュアル、業務継続計画(BCP)の策定 ボウサイ ヒナン ギョウム ケイゾク ケイカク サクテイ		自分の病院は自分で守るの意識で作成する ジ ブン ビョウイン ジブン マモ イシキ サクセイ

						発災時 ハッサイ ジ		病院内什器の固定 ビョウイン ナイ ジュウキ コテイ		医療行為に支障のない什器は移動等によって死傷しないように可能な限り固定を行う。 イリョウ コウイ シショウ ジュウキ イドウ ナド シショウ カノウ カギ コテイ オコナ

						避難行動時～避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ		多様な状況に応じた防災訓練・避難訓練の実施 タヨウ ジョウキョウ オウ ボウサイ クンレン ヒナン クンレン ジッシ		複数の発災時期を想定した訓練、被災時の想定と受け入れ時の想定を考える フクスウ ハッサイ ジキ ソウテイ クンレン ヒサイ トキ ソウテイ ウ イ ジ ソウテイ カンガ

								訓練の実践による対応策の実行 クンレン ジッセン タイオウ サク ジッコウ		ソフト・ハード両面について対応策を検討し実行する リョウメン タイオウ サク ケントウ ジッコウ

				行政 ギョウセイ				ハード対策は除く タイサク ノゾ

								住民や企業への防災啓発 ジュウミン キギョウ ボウサイ ケイハツ		ハザードマップ等を作成・周知し、実践的避難訓練等の実施。県は事業支援 ナド サクセイ シュウチ ジッセンテキ ヒナン クンレン ナド ジッシ ケン ジギョウ シエン

						全般 ゼンパン		地域における核となる住民の育成 チイキ カク ジュウミン イクセイ		防災サポーター制度の拡充。県は事業支援 ボウサイ セイド カクジュウ ケン ジギョウ シエン

						発災直後～避難行動時 ハッサイ チョクゴ ヒナン コウドウ ジ		要配慮者の個別避難計画策定推進 ヨウ ハイリョ シャ コベツ ヒナン ケイカク サクテイ スイシン		個別避難計画の策定と継続的な状況確認。県は事業支援 コベツ ヒナン ケイカク サクテイ ケイゾク テキ ジョウキョウ カクニン ケン ジギョウ シエン

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		自動車避難のルール策定 ジドウシャ ヒナン サクテイ		県がガイドラインを策定し、市町村は地区に応じたルール作りと実地訓練も実施 ケン サクテイ シチョウソン チク オウ ツク ジッチ クンレン ジッシ

								津波避難ビルの指定 ツナミ ヒナン シテイ		津波浸水域内で可能なビルを指定する（足りない場合は津波避難タワーの建設も考える） ツナミ シンスイ イキ ナイ カノウ シテイ タ バアイ ツナミ ヒナン ケンセツ カンガ

								健康増進の取り組みの強化 ケンコウ ゾウシン ト ク キョウカ		今後高齢者となっても健康を維持し避難行動要支援者とならないよう、健康増進プログラムを作成する コンゴ コウレイシャ ケンコウ イジ ケンコウ ゾウシン サクセイ

						避難行動時～避難時避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ ヒナン ジ		避難場所、避難経路途中の照明整備 ヒナン バショ ヒナン ケイロ トチュウ ショウメイ セイビ		停電時でも点灯する太陽光利用等の照明灯の整備 テイデン ジ テントウ タイヨウコウ リヨウ ナド ショウメイ セイビ

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		事業継続計画（BCP)に基づく行政機能の継続 ジギョウ ケイゾク ケイカク モト ギョウセイ キノウ ケイゾク		実効性のあるBCPの策定と社会の変化や組織変更に伴う更新 ジッコウセイ サクテイ シャカイ ヘンカ ソシキ ヘンコウ トモナ コウシン

								市民・事業者の生活再建に資する助成等の拡充 シミン ジギョウシャ セイカツ サイケン シ ジョセイ ナド カクジュウ		市民生活の維持や事業の継続ができるよう、きめ細かな助成制度等を拡充させる シミン セイカツ イジ ジギョウ ケイゾク コマ ジョセイ セイド ナド カクジュウ





主体別

				主体 シュタイ		減災効果を発揮する時期 ゲンサイ コウカ ハッキ ジキ		対策項目 タイサク コウモク		説明 セツメイ				赤字：自助、青字：共助、緑字：公助 アカジ ジジョ アオジ キョウジョ ミドリ ジ コウジョ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				住民 ジュウミン		発災時 ハッサイ ジ		建物耐震化 タテモノ タイシンカ		建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う タテモノ トウカイ シショウ タイシン シンダン タイシン ホキョウ ナド オコナ

								家具固定 カグ コテイ		家具転倒等によって死傷しないように家具固定等を行う カグ テントウ ナド シショウ カグ コテイ ナド オコナ

						発災直後 ハッサイ チョクゴ		非常持ち出し品準備 ヒジョウ モ ダ ヒン ジュンビ		直後避難できるように予め準備しておく（個人的に必要なもの（例えば薬等）は特に注意） チョクゴ ヒナン アラカジ ジュンビ コジンテキ ヒツヨウ タト クスリ ナド トク チュウイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の参加 ヒナン クンレン サンカ		実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認しておく（夜間や冬期の場合も想定） ジッサイ ヒナン バショ ヒナン コウドウ ヒナン ケイロ チュウ キケン カショ ホカ カクニン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								ハザードマップ等の確認 ナド カクニン		津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リストも確認 ツナミ シンスイ イキ ナド ジゼン カクニン ヒナン バショ イチ ボウサイ ヨウヒン カクニン

								健康の維持 ケンコウ イジ		避難行動要支援者（特に年齢に伴うもの）にならないよう健康寿命を延ばす努力をする ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ トク ネンレイ トモナ ケンコウ ジュミョウ ノ ドリョク

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品（食料・水等）の準備 ビチク ヒン ショクリョウ ミズ ナド ジュンビ		一旦避難しても浸水しなかった場合は自宅に戻ることも想定。3日分を準備し（1週間分推奨）ローリングストックも実践 イッタン ヒナン シンスイ バアイ ジタク モド ソウテイ カブン ジュンビ シュウカンブン スイショウ ジッセン

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		地震保険の加入 ジシン ホケン カニュウ		家屋被災に備えて地震保険への加入 カオク ヒサイ ソナ ジシン ホケン カニュウ

								生活再建に備えての蓄財 セイカツ サイケン ソナ チクザイ		被災後の生活ができるよう、可能な限りの予め蓄財を進めておく ヒサイ ゴ セイカツ カノウ カギ アラカジ チクザイ スス

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				地区・
地域 チク チイキ		全般 ゼンパン		リーダーの配置 ハイチ		地域で核となるリーダー（防災士等）を育成・配置する。防災サポーター制度も活用する チイキ カク ボウサイ シ ナド イクセイ ハイチ ボウサイ セイド カツヨウ

								自主防災組織の維持 ジシュ ボウサイ ソシキ イジ		実践的に活動できる組織の維持 ジッセンテキ カツドウ ソシキ イジ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		地区の全員参加の避難訓練を企画・運営し、また参加を促すようにする（訓練は夜間や冬期の場合も想定） チク ゼンイン サンカ ヒナン クンレン キカク ウンエイ サンカ ウナガ クンレン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								危険個所等の把握と周知 キケン カショ ナド ハアク シュウチ		避難に際しての危険個所（ブロック塀やがけ地等）の把握、避難場所を地域住民の皆が知っておくようする ヒナン サイ キケン カショ ベイ チ ナド ハアク ヒナン バショ チイキ ジュウミン ミナ シ

								避難行動要支援者の把握 ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ハアク		すみやかに避難が開始できるよう日頃から避難行動要支援者の所在の把握とコミュニケーションを図る ヒナン カイシ ヒゴロ ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ショザイ ハアク ハカ

								避難時の声掛け ヒナン トキ コエカ		日頃から声掛け・挨拶等を習慣化し、発災時には避難を促すための声掛けを行い、全員避難ができるようにする シュウカンカ ハッサイ トキ ヒナン ウナガ コエカ オコナ ゼンイン ヒナン

						避難時 ヒナン ジ		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		行政だけでは避難所運営ができない可能性があり、地域住民による避難所運営ができるよう、事前訓練として運営シミュレーション等も行うようにする。 ギョウセイ ヒナン ショ ウンエイ カノウセイ チイキ ジュウミン ヒナンショ ウンエイ ジゼン クンレン ウンエイ ナド オコナ

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品の確認 ビチク ヒン カクニン		防災倉庫等の確認と地域としてのさらなる備蓄品の準備も行う ボウサイ ソウコ ナド カクニン チイキ ビチク ヒン ジュンビ オコナ

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		コミュニケーションの維持 イジ		各自が孤立化・孤独化に至らないよう、コミュケーションを維持する カクジ コリツカ コドク カ イタ イジ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				民間企業 ミンカン キギョウ		発災時 ハッサイ ジ		建物耐震化 タテモノ タイシンカ		建物倒壊によって死傷しないように耐震診断と耐震補強等行う タテモノ トウカイ シショウ タイシン シンダン タイシン ホキョウ ナド オコナ

								事務所内什器の固定 ジム ショ ナイ ジュウキ コテイ		什器の移動等によって死傷しないように什器等の固定を行う ジュウキ イドウ ナド シショウ ジュウキ ナド コテイ オコナ

						発災直後 ハッサイ チョクゴ		非常持ち出し品準備 ヒジョウ モ ダ ヒン ジュンビ		直後避難できるように予め準備しておく チョクゴ ヒナン アラカジ ジュンビ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		ありきたりの避難訓練だけでなく、通常とは異なる状況での発災（夜間や冬期等の違い、自社での火災発生等）も想定する。 ヒナン クンレン ツウジョウ コト ジョウキョウ ハッサイ ヤカン トウキ ナド チガ ジシャ カサイ ハッセイ ナド ソウテイ

								地域の防災活動への参画 チイキ ボウサイ カツドウ サンカク		地域で行われる避難訓練等への参加や、地域の要配慮者支援活動、避難所運営等に協力し、地域の防災力向上に貢献する。 ヒナン ナド チイキ ヨウ ハイリョ シャ シエン カツドウ ヒナンジョウンエイ ナド キョウリョク チイキ ボウサイリョク コウジョウ コウケン

								ハザードマップ等の確認 ナド カクニン		津波浸水域等を事前に確認し、避難場所の位置や防災用品リストも確認 ツナミ シンスイ イキ ナド ジゼン カクニン ヒナン バショ イチ ボウサイ ヨウヒン カクニン

								避難マニュアルの作成 ヒナン サクセイ		避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、予想外の場合の柔軟性と更新も重要 ヒナン ケイロ メイジ キンキュウジ シキ メイレイ ケイトウ ヤクワリ メイカクカ ヨソウガイ バアイ ジュウナンセイ コウシン ジュウヨウ

						避難時 ヒナン ジ		備蓄品（食料・水等）の準備 ビチク ヒン ショクリョウ ミズ ナド ジュンビ		津波が発生しない地震の場合もあるので3日分を準備する（1週間分推奨） ツナミ ハッセイ ジシン バアイ カブン ジュンビ シュウカンブン スイショウ

								自社社員の安否確認 ジシャ シャイン アンピ カクニン		休業日でも社員の安否確認ができる仕組みを作る キュウギョウビ シャイン アンピ カクニン シク ツク

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		事業継続計画（BCP)の策定 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクテイ		発災後の早期事業再開と事業継続を図るため作成する ハッサイ ゴ ソウキ ジギョウ サイカイ ジギョウ ケイゾク ハカ サクセイ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				学校 ガッコウ		全般 ゼンパン		教職員の危機管理意識の醸成 キョウショクイン キキ カンリ イシキ ジョウセイ		自然災害の正しい認識と危機対応について常日頃学び実践する シゼン サイガイ タダ ニンシキ キキ タイオウ ツネヒゴロ マナ ジッセン

						発災時 ハッサイ ジ		非構造部材の耐震対策 ヒ コウゾウ ブザイ タイシン タイサク		体育館などで授業中に非構造部材落下で死傷しないために行う。避難所としても利用される可能性もあり、余震時の落下等でも被害が発生しないようにする。←行政は補助金等の助成を行う タイイクカン ジュギョウチュウ ヒ コウゾウ ブザイ ラッカ シショウ オコナ ヒナンジョ リヨウ カノウセイ ヨシン トキ ラッカ ナド ヒガイ ハッセイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認しておく（夜間や冬期の場合も想定） ジッサイ ヒナン バショ ヒナン コウドウ ヒナン ケイロ チュウ キケン カショ ホカ カクニン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								避難マニュアルの作成 ヒナン サクセイ		避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、想定外の状況の場合でも対応できるような柔軟性と地域の変化に則した更新も重要 ヒナン ケイロ メイジ キンキュウジ シキ メイレイ ケイトウ ヤクワリ メイカクカ ソウテイ ガイ ジョウキョウ バアイ タイオウ ジュウナンセイ チイキ ヘンカ ソク コウシン ジュウヨウ

						避難時 ヒナン ジ		保護者との対応・連絡 ホゴシャ タイオウ レンラク		避難時、避難後における保護者との連絡網の構築（停電も想定し、冗長性も考慮） ヒナン トキ ヒナン ゴ ホゴシャ レンラク モウ コウチク テイデン ソウテイ ジョウチョウ セイ コウリョ

								避難所対応の想定 ヒナンジョ タイオウ ソウテイ		避難所となる場合を想定し、地域住民等と避難者受け入れ時の対応等を予め議論し、役割分担等を取り決めておく ヒナン ショ バアイ ソウテイ チイキ ジュウミン ナド ヒナンシャ ウ イ ジ タイオウ ナド アラカジ ギロン ヤクワリ ブンタン ナド ト キ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				一般病院 イッパン ビョウイン		全般 ゼンパン		防災マニュアル、避難マニュアル、業務継続計画(BCP)の策定 ボウサイ ヒナン ギョウム ケイゾク ケイカク サクテイ		自分の病院は自分で守るの意識で作成する ジ ブン ビョウイン ジブン マモ イシキ サクセイ

						発災時 ハッサイ ジ		病院内什器の固定 ビョウイン ナイ ジュウキ コテイ		医療行為に支障のない什器は移動等によって死傷しないように可能な限り固定を行う。 イリョウ コウイ シショウ ジュウキ イドウ ナド シショウ カノウ カギ コテイ オコナ

						避難行動時～避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ		多様な状況に応じた防災訓練・避難訓練の実施 タヨウ ジョウキョウ オウ ボウサイ クンレン ヒナン クンレン ジッシ		複数の発災時期を想定した訓練、被災時の想定と受け入れ時の想定を考える フクスウ ハッサイ ジキ ソウテイ クンレン ヒサイ トキ ソウテイ ウ イ ジ ソウテイ カンガ

						避難行動時～避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ		ライフライン機能支障の際の十分な備え キノウ シショウ サイ ジュウブン ソナ		病院及び周辺地域で各種ライフライン支障が発生した場合の備え（非常用電源や備蓄、燃料等）を用意しておく ビョウイン オヨ シュウヘン チイキ カクシュ シショウ ハッセイ バアイ ソナ ヒジョウヨウ デンゲン ビチク ネンリョウ ナド ヨウイ

								訓練の実践による対応策の実行 クンレン ジッセン タイオウ サク ジッコウ		ソフト・ハード両面について対応策を検討し実行する リョウメン タイオウ サク ケントウ ジッコウ

						避難時 ヒナン ジ		地域住民との連携・協力 チイキ ジュウミン レンケイ キョウリョク		日頃から地域住民とのコミュニケーションにより、発災時の病院の役割と負傷時の対応等について相互に理解しておく ヒゴロ チイキ ジュウミン ハッサイ ジ ビョウイン ヤクワリ フショウ ジ タイオウ ナド ソウゴ リカイ

								病院間の連携・協力 ビョウイン カン レンケイ キョウリョク		被災地以外の病院との連携ができるよう、予め他の病院との協力関係を築いておく ヒサイチ イガイ ビョウイン レンケイ アラカジ ホカ ビョウイン キョウリョク カンケイ キズ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				要配慮者施設 ヨウ ハイリョ シャ シセツ		全般 ゼンパン		防災マニュアル、避難マニュアルの策定 ボウサイ ヒナン サクテイ		多くの入所者が速やかな避難行動ができないということを前提として作成する オオ ニュウショシャ スミ ヒナン コウドウ ゼンテイ サクセイ

						避難行動時～避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ		施設の資源の状況に応じた避難訓練の実施 シセツ シゲン ジョウキョウ オウ ヒナン クンレン ジッシ		職員が少ない時間に発災した場合等の人的資源の状況や、垂直避難や自動車避難という避難行動の多様性も考慮した避難訓練を常日頃から実施 ショクイン スク ジカン ハッサイ バアイ ナド ジンテキ シゲン ジョウキョウ スイチョク ヒナン ジドウシャ ヒナン ヒナン コウドウ タヨウセイ コウリョ ヒナン クンレン ツネヒゴロ ジッシ

								津波リスクからの回避 ツナミ カイヒ		津波浸水想定域外への移転も考慮する ツナミ シンスイ ソウテイ イキガイ イテン コウリョ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				行政 ギョウセイ				ハード対策は除く タイサク ノゾ

				行政 ギョウセイ				住民や企業への防災啓発 ジュウミン キギョウ ボウサイ ケイハツ		ハザードマップ等を作成・周知し、実践的避難訓練等の実施。県は事業支援 ナド サクセイ シュウチ ジッセンテキ ヒナン クンレン ナド ジッシ ケン ジギョウ シエン

						全般 ゼンパン		地域における核となる住民の育成 チイキ カク ジュウミン イクセイ		防災サポーター制度の拡充。県は事業支援 ボウサイ セイド カクジュウ ケン ジギョウ シエン

						発災直後～避難行動時 ハッサイ チョクゴ ヒナン コウドウ ジ		要配慮者の個別避難計画策定推進 ヨウ ハイリョ シャ コベツ ヒナン ケイカク サクテイ スイシン		個別避難計画の策定と継続的な状況確認。県は事業支援 コベツ ヒナン ケイカク サクテイ ケイゾク テキ ジョウキョウ カクニン ケン ジギョウ シエン

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		自動車避難のルール策定 ジドウシャ ヒナン サクテイ		県がガイドラインを策定し、市町村は地区に応じたルール作りと実地訓練も実施 ケン サクテイ シチョウソン チク オウ ツク ジッチ クンレン ジッシ

								津波避難ビルの指定 ツナミ ヒナン シテイ		津波浸水域内で可能なビルを指定する（足りない場合は津波避難タワーの建設も考える） ツナミ シンスイ イキ ナイ カノウ シテイ タ バアイ ツナミ ヒナン ケンセツ カンガ

								健康増進の取り組みの強化 ケンコウ ゾウシン ト ク キョウカ		今後高齢者となっても健康を維持し避難行動要支援者とならないよう、健康増進プログラムを作成する コンゴ コウレイシャ ケンコウ イジ ケンコウ ゾウシン サクセイ

						避難行動時～避難時避難時 ヒナン コウドウ ジ ヒナン ジ ヒナン ジ		避難場所、避難経路途中の照明整備 ヒナン バショ ヒナン ケイロ トチュウ ショウメイ セイビ		停電時でも点灯する太陽光利用等の照明灯の整備 テイデン ジ テントウ タイヨウコウ リヨウ ナド ショウメイ セイビ

						避難時 ヒナン トキ		避難所備蓄品の拡充 ヒナンジョ ビチク ヒン カクジュウ		発災時の状況（季節・時間等）も考慮した備蓄品の拡充を行う（冬期の暖房や燃料、感染症・衛生対策、アレルギー対策、資機材の定期的な点検等） ハッサイ トキ ジョウキョウ キセツ ジカン ナド コウリョ ビチク ヒン カクジュウ オコナ トウキ ダンボウ ネンリョウ カンセンショウ エイセイ タイサク タイサク シキザイ テイキテキ テンケン ナド

						復旧・復興時 フッキュウ フッコウ ジ		事業継続計画（BCP)に基づく行政機能の継続 ジギョウ ケイゾク ケイカク モト ギョウセイ キノウ ケイゾク		実効性のあるBCPの策定と社会の変化や組織変更に伴う更新 ジッコウセイ サクテイ シャカイ ヘンカ ソシキ ヘンコウ トモナ コウシン

								市民・事業者の生活再建に資する助成等の拡充 シミン ジギョウシャ セイカツ サイケン シ ジョセイ ナド カクジュウ		市民生活の維持や事業の継続ができるよう、きめ細かな助成制度等を拡充させる シミン セイカツ イジ ジギョウ ケイゾク コマ ジョセイ セイド ナド カクジュウ

								取組項目 トリクミ コウモク		説明 セツメイ

				連携 レンケイ		全般 ゼンパン		リーダーの配置 ハイチ		地域で核となるリーダー（防災士、地域防災サポーター等）を育成・配置する←行政は育成制度への助成等を行う チイキ カク ボウサイ シ チイキ ボウサイ ナド イクセイ ハイチ ギョウセイ イクセイ セイド ジョセイ ナド

								自主防災組織の維持 ジシュ ボウサイ ソシキ イジ		実践的に活動できる組織の維持←行政は活動に対する助成等を行う ジッセンテキ カツドウ ソシキ イジ ギョウセイ カツドウ タイ

						避難行動時 ヒナン コウドウ ジ		避難訓練の実施 ヒナン クンレン ジッシ		地区の全員参加の避難訓練を企画・運営し、また参加を促すようにする（訓練は夜間や冬期の場合も想定） チク ゼンイン サンカ ヒナン クンレン キカク ウンエイ サンカ ウナガ クンレン ヤカン トウキ バアイ ソウテイ

								危険個所等の把握と周知 キケン カショ ナド ハアク シュウチ		避難に際しての危険個所（ブロック塀やがけ地等）の把握、避難場所を地域住民の皆が知っておくようする ヒナン サイ キケン カショ ベイ チ ナド ハアク ヒナン バショ チイキ ジュウミン ミナ シ

								避難行動要支援者の把握 ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ハアク		すみやかに避難が開始できるよう日頃から避難行動要支援者の所在の把握とコミュニケーションを図る ヒナン カイシ ヒゴロ ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ショザイ ハアク ハカ

								避難時の声掛け ヒナン トキ コエカ		日頃から声掛け・挨拶等を習慣化し、発災時には避難を促すための声掛けを行い、全員避難ができるようにする シュウカンカ ハッサイ トキ ヒナン ウナガ コエカ オコナ ゼンイン ヒナン

						避難時 ヒナン ジ		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		行政だけでは避難所運営ができない可能性があり、地域住民による避難所運営ができるよう、事前訓練として運営シミュレーション等も行うようにする。 ギョウセイ ヒナン ショ ウンエイ カノウセイ チイキ ジュウミン ヒナンショ ウンエイ ジゼン クンレン ウンエイ ナド オコナ
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減災対策について＜学校（小中高、幼稚園等）＞①

減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：学校＞
・学校が主に取り組むべき減災対策は、日中の平日に災害が発生した場合を想
定した「児童・生徒の命を確実に守る」ことである。
・自然災害を正しく認識し、危機管理・危機対応について日頃から学び・実践
することにより、発災時における迅速な対処ができるようにしておくことが重
要である。
・教職員は「迅速避難の重要性」を認識し、「地域住民よりも高いレベルの防
災知識」が求められる。
・日頃から、避難訓練を実施し、避難場所や経路を確認するとともに、学校周
辺の危険個所も熟知しておくことが重要である。
・避難マニュアルは一度作成したら常にその通りに行動すべきというものでは
なく、想定外の状況にも対応できるような柔軟性と周辺地域の変化に則した更
新も必要である。
・学校耐震化（躯体本体の耐震化）が進む中、非構造部材の耐震化も重要であ
る。
・保護者への引き渡しに際してのルール化や複数の連絡手段を予め決めておく。
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＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

減災対策について＜学校（小中高、幼稚園等）＞①

取組項目 説明
教職員の危機管理意識の醸成 自然災害の正しい認識と危機対応について常日頃学び実践する

非構造部材の耐震対策
体育館などで授業中に非構造部材落下で死傷しないために行う。
避難所としても利用される可能性もあり、余震時の落下等でも被
害が発生しないようにする。

避難訓練の実施
実際に避難場所まで避難行動し、避難経路中の危険個所他を確認
しておく（夜間や冬期の場合も想定）

避難マニュアルの作成
避難経路の明示、緊急時の指揮命令系統や役割の明確化、想定外
の状況の場合でも対応できるような柔軟性と地域の変化に則した
更新も重要

保護者との対応・連絡
避難時、避難後における保護者との連絡網の構築（停電も想定
し、冗長性も考慮）

避難所対応の想定
避難所となる場合を想定し、地域住民等と避難者受け入れ時の対
応等を予め議論し、役割分担等を取り決めておく
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減災対策について＜病院＞①
減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：病院＞
・病院が主に取り組むべき減災対策は、「入院患者の安全の確保」、「自
病院医師、職員等の防災意識の向上」のほか、「避難所での治療」である。
・防災マニュアルや避難マニュアル等の各種マニュアルの策定が重要であ
るが、その基本は「自分の病院は自分で守る」を意識して作成する必要が
あり、他力をあてにしないことが重要である。
・病院内には移動式の医療機器も多数存在するが、極力、通常医療に支障
がない範囲で病院内の機器類を固定することにより、屋内での被災発生を
減らすとともに、屋内から速やかな脱出ができるようにしておくことが重
要である。
・病院内には入院患者等避難に支障をきたす人が多い可能性がある。早目
避難が重要であるが、病院外への避難ではなく建物内での垂直避難をする
等、いくつかのケースを想定した、避難訓練を実施する必要がある。
・自病院が津波浸水域外の場合、発災後傷病者が来院することも予想され
るため、応急的な受入れ態勢（人員と医療機材等）の準備をしておくこと
や、自病院の役割や医療連携を明確にしておくことも必要である。
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減災対策について＜病院＞②

＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

取組項目 説明
防災マニュアル、避難マニュ
アル、業務継続計画(BCP)の
策定

自分の病院は自分で守るの意識で作成する

病院内什器の固定
医療行為に支障のない什器は移動等によって死傷しないように
可能な限り固定を行う。

多様な状況に応じた防災訓
練・避難訓練の実施

複数の発災時期を想定した訓練、被災時の想定と受け入れ時の
想定を考える

ライフライン機能支障の際の
十分な備え

病院及び周辺地域で各種ライフライン支障が発生した場合の備
え（非常用電源や備蓄、燃料等）を用意しておく

訓練の実践による対応策の実
行

ソフト・ハード両面について対応策を検討し実行する

地域住民との連携・協力
日頃から地域住民とのコミュニケーションにより、発災時の病
院の役割と負傷時の対応等について相互に理解しておく

病院間の連携・協力
被災地以外の病院との連携ができるよう、予め他の病院との協
力関係を築いておく
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減災対策について＜要配慮者施設＞
減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：要配慮者施設＞

・高齢者等の要配慮者施設が主に取り組むべき減災対策は、施設入所者と職
員の安全の確保の観点での「発災までの日頃の備え」である。
・入所者のほとんどは、健常者と同様の避難行動ができないことを前提とし
て、防災を考えることが重要である。
・職員が限られた人数しかいない場合も想定することが重要である。
・津波浸水想定区域外への移転等も考慮する。

取組項目 説明
防災マニュアル、避難マニュ
アルの策定

多くの入所者が速やかな避難行動ができないということを前提
として作成する

施設の資源の状況に応じた避
難訓練の実施

職員が少ない時間に発災した場合等の人的資源の状況や、垂直
避難や自動車避難という避難行動の多様性も考慮した避難訓練
を常日頃から実施

津波リスクからの回避 津波浸水想定域外への移転も考慮する

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

＜主な取組の例＞
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減災対策について＜行政＞①

減災（人的被害：死者低減）に資する対策＜行動主体：行政＞

・行政が主に取り組むべき減災対策（津波防御のためのハード対策は除
く）は、住民や民間企業等が行う防災・減災活動を支援し、全県（市町
村）的減災力向上に努めることにある。
・減災に資する各種情報発信の支援を行い、住民の防災意識啓発に努める
とともに、防災リーダー（防災士等）の育成も支援する。
・住民・企業等の個別所有物である建物耐震化等への補助を拡充させ、耐
震化推進を図る。
・各種避難計画の策定の推進を促すとともに、懸案となっている自動車避
難のルールを策定する。
・津波避難ビルの指定や避難路の確保（夜間照明など）により、逃げ切れ
ない住民を減らすことが必要。
・従来からの備蓄資機材に加えて、避難後の死者低減のための備蓄資機材
の拡充が必要。
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減災対策について＜行政＞②

＜主な取組の例＞

赤字：自助、青字：共助、緑字：公助

取組項目 説明

住民や企業への防災啓発
ハザードマップ等を作成・周知し、実践的避難訓練等の実施。
県は事業支援

地域における核となる住民の
育成

防災サポーター制度の拡充。県は事業支援

要配慮者の個別避難計画策定
推進

個別避難計画の策定と継続的な状況確認。県は事業支援

自動車避難のルール策定
県がガイドラインを策定し、市町村は地区に応じたルール作り
と実地訓練も実施

津波避難ビルの指定
津波浸水域内で可能なビルを指定する（足りない場合は津波避
難タワーの建設も考える）

避難場所、避難経路途中の照
明整備

停電時でも点灯する太陽光利用等の照明灯の整備

避難所備蓄品の拡充
発災時の状況（季節・時間等）も考慮した備蓄品の拡充を行う
（冬期の暖房や燃料、感染症・衛生対策、アレルギー対策、資
機材の定期的な点検等）
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